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研究要旨 

【目的】科学的根拠に基づく産後のケア実施を推進するために、産後の身体的ケアと心理的ケ

ア・メンタルヘルスについて、疫学的な手法に則り文献レビューを行った。【方法】産後のケア

実践の課題を研究班で共有し文献レビューで対象とすべき課題を整理し、「心理的ケア」「産婦の

アセスメント」「身体的ケア」「子育て技術」「安全性」の５項目を挙げ、計２９課題について文

献レビューを実施した。課題の一つとして、産婦の抑うつや不安の軽減に効果的な方法を文献的

に調査した。産後ケアの効果的な実施を推進するための研究と並行して、日本産婦人科医会が例

年実施している「妊産婦メンタルヘルスケア推進に関するアンケート調査」を用いたわが国の産

婦人科医療施設における産後ケア事業の拡大の状況、また、研究分担者がスーパーバイザーを務

める東京かつしか赤十字母子医療センターにおける産後ケア事業を利用する産婦の実態につい

て調査を行った。【結果】令和５年１０月までに１６課題の文献レビューを実施し中間報告とし

て取りまとめ、続いて、令和６年１月までに残りの１３課題について文献レビューを進め、中間

報告の記載内容に追記する形で最終報告をおこなった。医学中央雑誌から 15 件，CiNii Research

から 3 件，PubMed から 3 件，Cochrane library から 1 件の全 22 件を採用した。個別型の支援

は 17 件，集団型の支援は 5 件報告されていた。個別型と集団型の支援のなかには産婦の抑うつ

や不安の軽減に関連があるものがみられた。支援体制として，産婦の健康状態やニーズの評価に

基づいた包括的な支援計画を作成すること，産後ケアを医師や看護職等の多職種が連携して提

供することが支援効果を高めることが示されていた。産後ケア事業を実施する施設は、2018 年

の 29.3％から 2023 年は 53.8％と有意に増加していること、また、東京かつしか赤十字母子医

療センターで産後ケアを利用する産婦の最も多い利用の理由は育児疲れ（「休みたい」）で全体の

51％で、続いて育児方法の取得（39％）であった。【結論】文献レビューの最終報告の一部は産

後ケア事業ガイドライン改定のための資料として活用された。 
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Ａ．研究目的 

 母子保健法の一部を改正する法律（令和元年

法律第 69 号）により、市町村の努力義務とし

て規定された「産後ケア事業」は、こども未来

戦略（令和５年 12 月 22 日閣議決定）におい

て今後３年間の集中的な取組として示されて

いる「加速化プラン」にも位置づけられている。

全国の市町村で産後のケアの質の担保を図る

ためには、科学的根拠に基づいたケアの推進が

必要である。 

本研究では、①産後の身体的ケアと、②産後

の心理的ケア・メンタルヘルスについて、疫学

的な手法に則り、文献レビューを行った。身体

的・心理的な産後のケアに関する文献を疫学的

手法に則り体系的にレビューすることにより、

科学的根拠を有する産後のケアを明らかにで

きる。 

また、産後ケアの効果的な実施を推進するた

めの研究と並行して、日本産婦人科医会が例年

実施している「妊産婦メンタルヘルスケア推進

に関するアンケート調査」を用いたわが国の産

婦人科医療施設における産後ケア事業の拡大

の状況、また、東京かつしか赤十字母子医療セ

ンターにおける産後ケア事業を利用する産婦

の実態について調査を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

 （1）課題の共有 

産後のケア（身体的ケア、および心理的ケア・

メンタルヘルス、心理的ケアが必要な産婦への

アセスメント）実践の課題を研究班で共有し、

文献レビューや実態調査で対象とすべき課題

を整理した。 

（2）産後のケアに関するエビデンスの文献

レビュー 

①産後の身体的ケア： 

・産後の身体的トラブルを予防・緩和するため

のケア 

②産後の心理的ケア・メンタルヘルス： 

・産後のメンタルヘルスおよび産後ケア事業

において提供している産婦への支援 

・心理的なケアが必要な産婦のためのアセス

メントについて 

「（1）課題の共有」で議論し①、②の視点で整

理した課題について、システマティック・レビ

ューの手法に則り、文献レビューを行った。 

課題の一つとして、国内報告における出産後

1 年以内の産婦の抑うつや不安の軽減に効果

的な方法について検討した。検索データベース

は，医学中央雑誌，CiNii Research，PubMed，

Cochrane library を用い、2023 年 8 月 8 日に

文献を抽出した。検索式には、周産期、抑うつ

や不安、支援、精神評価尺度、アセスメントに

関する用語を使用した。 

（3）アンケート調査等 

 日本産婦人科医会および東京かつしか赤十

字母子医療センターにおける調査について、前

者は全国の日本産婦人科医会会員で分娩取扱

施設の産婦人科責任者にアンケート調査を実

施(n = 2,073～2,427)し、全体の 56.9～74.8％

から有効回答を得た。 後者では、東京かつし

か赤十字母子医療センターの診療録から産後

ケア事業利用者 200 人の情報を得た。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究は既存の研究結果を用いた文献レビ

ューであり、「人を対象とする生命科学・医学

系研究に関する倫理指針」の適用外である。 

 また、日本産婦人科医会、東京かつしか赤十

字母子医療センターにおける調査は、両者の倫

理審査を経て、妊産婦が特定できないことを確

認して実施した。後者については、入所時に個
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人を特定できない統計データ解析を実施する

ことに同意を得ている。 

Ｃ．研究結果 

 「（1）課題の共有」については、全員で産後

ケア実施の課題を抽出し共有した。その結果、

課題のテーマとして、「心理的ケア」「産婦のア

セスメント」「身体的ケア」「子育て技術」「安

全性」の５項目を挙げ、計２９課題について文

献レビューを実施することとした。 

「（2）産後のケアに関するエビデンスの文献レ

ビュー」については、研究班会議を２回実施し、

随時メールにて討議をおこなった。令和５年１

０月までに１６課題の文献レビューを実施し、

中間報告として取りまとめた。続いて、令和６

年１月までに残りの１３課題について文献レ

ビューを進め、中間報告の記載内容に追記する

形で最終報告をおこなった。 

産婦の抑うつや不安の軽減に効果的な方法

に関する文献レビューでは、全 22 件を採用し、

その研究デザインは，ランダム化比較試験

（Randomized Controlled Trial，以下 RCT）

が 2 件，非ランダム化比較試験が 13 件（準実

験デザイン 6 件，前後比較デザイン 7 件），観

察研究が 4 件（コホート研究 3 件，横断研究 1

件），質的研究が 2 件，混合研究が 1 件であっ

た。これらを個別型の支援と集団型の支援で分

類した。 

「（3）アンケート調査等」については、日本

産婦人科医会、東京かつしか赤十字母子医療セ

ンターにおける調査で、日本全国で産後ケア事

業を実施する施設は、2018 年の 29.3％から

2023年は 53.8％と有意に増加していた。また、

東京かつしか赤十字母子医療センターで産後

ケアを利用する産婦の最も多い利用の理由は

育児疲れ（「休みたい」）で全体の 51％で、続い

て育児方法の取得（39％）であった。 

 

Ｄ．考察 

 産後の身体的ケアと心理的ケア・メンタルヘ

ルスについて、疫学的な手法に則り文献レビュ

ーを行った。 

現在国においては、産後ケア事業ガイドライ

ン（令和 2 年 8 月）（以下、ガイドライン）の

見直しが進められており、本研究班においては

ガイドライン改定に資するよう、文献レビュー

によって得られたエビデンスの一部を産後ケ

ア事業の有識者検討会に資料として提供した。

最終報告については、産後ケアの有識者検討会

資料として活用され、ガイドライン改定案の①

ケア内容、②安全に関する記述に反映された。 

文献レビューの結果は、次年度に予定してい

る文献レビューで整理した産後ケアの実践状

況に関する調査および精神科医療機関と産後

ケア施設・市町村との連携に関する実態調査の

研究計画に反映させるとともに、産後のケア実

施に関するガイダンスやリーフレット作成の

基礎資料とする予定である。 

我が国で実施された産後ケアの抑うつや不

安に対する効果に関する文献的レビューでは、

個別型と集団型の支援のなかには産婦の抑う

つや不安の軽減と関連するものがあることが

示された。支援体制として，産婦の健康状態や

ニーズの評価に基づいた包括的な支援計画を

作成すること，産後ケアを医師や看護職等の多

職種が連携して提供することが支援効果を高

めることが示されていた。 

また、産後ケア事業は産科医療施設において

も拡大している。また、その利用理由は育児疲

れ（「休みたい」）が最も多く、ユニバーサルサ

ービス化が求められていることが考えられた。 
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Ｅ．結論 

 科学的根拠に基づいた産後のケア実施の推

進のため、産後の身体的ケアと心理的ケア・メ

ンタルヘルスについて、疫学的な手法に則り文

献レビューを行った。「心理的ケア」「産婦のア

セスメント」「身体的ケア」「子育て技術」「安

全性」の５項目２９課題について最終報告とし

てレビュー結果を取りまとめ、結果の一部は産

後ケア事業ガイドライン改定のための資料と

して活用された。 
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